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；
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第 二 次 大 戦 開 始 時 の 外 債 未 償 環 額

. 種 類 m 金  額

英 貨 債 13 88,436,908 ポンド

米 貨 • 債 10 283,33谷；700 ド ル ,

仏、 貨 債 2 337,156,009.077 ラソ

( 出 所 ) 日本■ 銀 行 外 《 部

日 本 外 債 小 史 9 3 - 6 頁 。

'fk
. . ■ふ.1 ■ —
— 3^ Y.

昭 和 2 3 年 1 月 現 輿 の 外 貨 債 未 償 潭 額

種 類 口数 金 ' 額

英 貨 債 13 61,140,000.ボンド

米 貨 債 10 67,584,000 ドル

仏 貨 債 2 337,156,069.07フラン

( 出 所 ） 日 本 外 債 小 史 9 6 頁 。
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四
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. ， 第 三 表

. 昭 和 S 5年 3 月 吐 0 现 在 の 外 貨 偾 未 猶 還 額

(備 考 ）

1 ) PJ货 換 弊 率  5 1 = ¥ 3 6 0 ,  36 1 = ¥ 1 ,0 0 8  
仏 货 倩 は 在 外 分 は F e s  493,706 =  ¥ 3 6 0  
在 内 分  F e o  25 8 =  ¥ 1 0 0

2 ) 米 貨 債 め う ち に は 昭 和 ^！年 1’月 1 5 日に 

新 規 発 行 さ れ た 3 0 0 0万 ド ル を 合 ん で い る 。

( 出 所 ）

- 大 蔵 省 編 ， 財 政 金 融 統 計 月 報 1 0 7 号 ， 2 9 頁 。

種 類 金  額 . W 貨 換 箅 領

(百万闪）

英 貨 債 42,001,000 ポンド ' 42,337

米 貨 僙 86,427,000 ドル 31,114

仏 貨 偾 125,87ら0 0 0 フヲン 83
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。
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• . 第 六 表 株 式 投 資 認 可 状 況 （単位千ドル)

2 4 - 3 4 年 3 2 年 3 8 年 3 4 甲

株 式 投 資 92,020 12,802 9,399 21,636

経 啻 参 加 62,243 7,669 3,160 10,498

( 出 所 ） 通 商 白 書 3 3 年 ， 48 1頁 ，3 4 年 ，4 7 2頁 ， 

35 年 ， 516 頁 。.
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第 八 表 昭 和 3 4 年 発 行 日 本 政 府 債

長 期 偉 中 期 債

発 行 餅 ( 方 ド ル ） 1,500 700 500 300
償 還 年 限 (年） . 15 5 ぶ::::;.:し::.'4
表 面 利 率 (％) 5.5 4.5 4.5 姑

発 行 価 格 ( ドル） ‘
(額面100ド少につき）

98 98,2 •: 99.12 100

応 寒 者 利 廻 (％) 5.70 約  4.756 約  4.743 4.50

( 出 所 ） 通 商 產 業 省 公 益 填 業 茼 編 ， 昭 和 3 4 年 版 ， 電

.気 事 業 の 現 '状 ， 1 3 2 頁 。
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"設
定

：に'#
5;
-自
由

円

：の

流

入

：

1へ
：

本
節
：で
は
昭
和
竺
：五
年
七
月
1
日
に
設
策
さ■.れ
た

：

：
「

非
居
塞
自
由
円
勘
つ 

;.
定

1
:̂
:̂

つ
て
わ
が
国
に
流
入
す
る
国
際
1

資̂

金

め

動

き

と

所

謂ル 

..
■-
£
!
^
0

-̂
0
1
1
^
1
:
_

の
、動
き
及
び.ぞ
九
ち
の
役1-
!
|を
敗
扱
":
-
5
:
。

但

し

こ;^
ら

短

期

資
 

金
.の
わ
が
国
の
金
利
水
準
そ
の
も
の
へ
打
効
果
を
詳
細
、

k

考
察
■す
る
も
の
で
は

.な
い
-'o
„ 

. 

.

.
'

へ.■

、
-■ 

.

:

ル
1

自
由
円
.の
：锍
入
量
：は2

.
:為
i

^

i'o
'
差
が
童
要
な̂

:で
あ
る
：が
、.他
ぬ
自
曲0̂

入

を

靈

す

る

円'' 

ふ
？®

！

^
刺
用
ご
/円
^

^
爾
^
る
信
用
フ
論
際̂
国

内

^

^

情

勢

に

影

響

ざ

れ

. 

る
0̂
;
_
Ĵe
は

敗〈

te
)
:
r
o
lv
:
n:
;M
ベ
：
s

i

w
 
洗 

：
.

三

一(

七

六

九

〕



:;
の

說

楚

に

劣

つ

：

蒸
：；#
^

裏

銀

行

或

い

遍■
外

商

社

ば

：
如
-B

為

霞

^
 

、

座

、
：
通

知

、
：
、

着
、：：：

定

載

預

金

勘

定

友

誓

ぬ

置

^

■

で
^
を) 

が
ゆ『

円
為
1
:-'
.
:
,
の
度
用
が
少
满
い
な
ら
拔
短
期
資
金
は
貿

^

^

,̂:
0
.釔
め
：の
へ
：
 

一

当

座

領

金

靈

ょ;0
も
、
：
わ

が

茵

办

高

金

利

免

目

的

ぞ

-0
て

非

馮

塞

亦

外:-
« 

ン
あ
_

に
.靡

1.
-
.尤
得

.
た

円

貨

衣

日

本

め

外

''
@
為
#

行̂

に
_

$円

上

し:^
笼
 

期
預
金
す
る
と
い
ぅ
^
で
i

資
金
が
流
入
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
三 

:
五
年
七
月
に
為
替
銀
行
ば
讓
每
れ
た
旧
由
醫
衆
は

■
或
0
億
«
:
#
:
: 

四
〇
〇
万
ド
r
gt
,で
あ
り
、
.七
月
九
日
に
は
米
、
英
、
，欧
州
市
場
な
ど
合
計 

八
◦
億

円(

約

ニ

ニ
-0
0
万
^
?〕

を
越
え
へ

_
七
月
末

に

は

当

初1
-0
八
億
円 

(

三
〇
〇
〇
万
ド
ル)

前
後
に
達
す
る
^
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
七 

こ
*

二
 o

旧
取
洚
&

「

ー
@
0:
億
円
知
«
ハ
〇
0
方
.ド
；ル.
®

経
済
新
閗
七
^
ー1
1一
日
参
照

)

。

' 

.

.
::
:
:こ
か

當

們

め

他̂
嚴

ボ

サ

ボ

呼

ば

れ

^
欧

還

茵

め

金

融

市

場

を

金

禪 

一
差
翁
佣
し.ズ
移

動

す

名

儀

短

期
_
:
.

(

金
瓿
は35
:
德
.乃
_
|:0
:
億

ド
'̂

:

い
ゎ
：れ

」

る>

.が
白

本

の

為

蠶

符

パ

東

東

、
：：

#
士
：、
岛

：1 ー：1

和
、
：
 
一：

m
并

、
；
往(

友)

ン1
1ゾ
'ド
ン
支
店
を
通
じ'て
七
月
末
現
往
で
約
：一
億
基
七

0

0
>9
*
技
ル
前
後
' 

S
43〕

が
領
金
さ
れ
て
い
る
ア
こ
^
は
ぅ
焱
多
額
の
ド
ル
顧
金
が
^
ン
ド
ジ
支
店
に
集̂^ ̂

「

ま
つ
だ
理
由
は
昨
葉
め
ゲ
乂
ダ
カ
め
国
際
收
支
の
悪
化

^
西
欧
諸
国^
国

際

，
 

収
支
の
受
取
超
過
に
ょ
る
ド
ル
預
金
の
増
加
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、

ア
メ 

认
カ
ノ
西
ド
イ
ツ
リ
イ
ギ
リ
ス
で
次
办
如
き
措
置
が
採
ち
机
办
と
と
-
即
ち
べ

：：

一
 

⑴

ア
メ
リ
カ
で
は
六
〇
年
初
め
ょ
り
、，
税
収
余
剰
で
财
務
省
証
券
が
若
干
冋 

: ；

収
さ
れ
た
こ
ど
、：
国
内

©
法
人
、
.外
国
そ
：の
他
多
く
の
投
資
筋
か
ら
財
務
省

々
' 

:ニ

：
：
..
:-
,

/

^

' 
ハ

.
''
：
. 

.

, .

三 U
,
(

七
：七
0)

'

■,

:
証

券

そ
';
<
0
*
教
金.
可
飴
灰
利# '
:脏
券
に
：対
ず
：る
需
要
が
增
加

.
し
*1
:
こ
ニ
と
.
か 

.
ら
、
，
例
え
ば
財
務
省
証
券
の
新
規
発
行
利
廻
り

(

年
利
％)

は.
ー
.月
め
平
均

,

.
••.
::6
:

-*_

 三
：丄
ハd

0'
,
':
/.
,
:
:
方
ぼ
後
半
：

£;H
:>;

ぎ 

:
へ
：の
#
.か
ら
景
気
過
熱
の
懸
愈
が
：な
く
、
む
し
ろ
停
滞
し

.て
い
，
る

：
た

め

、
金

融

市 

.:'
:
':,
.
;
:
.
.

場
の
填
赞
に
追
随
し
：、
-,
-景
気
を
刺
戟
す
る
必
要
上
、

(

•六
月
-：
.
.
日

に

練

い

て

八
 

:'
:
:
_
:
^

」

：爾

日

；に
囟
遞
鐵
が
炎
啶
歩
合
：を

」

 ̂

そ 

の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
利
と
の
差
が
三
%
以

上

と

：
な
%
れ
。

'

::
(2
).

:.
:
;®独

：：

で

は

本

年

第

「一

ぺ

四

半

期

：
の
；
貨

易

出

超

.
額

，一；
四
億

：

1
::

七
p

〇
万「

マ
ル
：
ク 

.

'
:5

億
さ
：七'0
0
万
#

ル)

を
背
景
と
し
て
消
費
の
増
伽
、

v

住
宅
建
設
、

設 

ッ
：
 

' 備
投
資
の
增
加’：

超
完
舍
雇■
现
態
な
ど.
：の
本
め
景
気
：の
麻
齡
を
防
ぐ
目
的
：
 

:
■:.
:■
で
連
邦
銀
行
於
六
月
：

1
日
に
各
種
预
金
準
備
# '
の
引
上
げ
：を
行
な

_
い
、

六
月 

:
:-:
-;'

5
日
^

公

定

歩

食.'
^

^
四
％

か
；ら3:
;

^
に.
引
主
^

.

:.
'
ヶ

流

入

輯

冉

の

衣

，め
：
次

め

.措
置
>
擇

づ

だ

こ

と̂̂
^
^

::
:
.

:

外

貨

準

備

高̂1

セ

五

：
億

七

弟
5

0万
.
.

f

ル
，
ク
：

X

約

六
s
ft
ド

ル)

：•<

月

末 

■

.'
-̂
:に
：

U

 
九1

一
一
：
億

セ

':
:

. >
-

;<
1

ぞ
；
：
本:̂
|
1ー
月
か
も
;3
:

^

で̂
.の
.
"
居

住

者

? 1 

.
V
ら

々

法

定

最

高

：限

_

の

^
払
準
備
率
を_
す

：
る:°
-

^

^
;■
'
.

:

:

::

'2:
/:
ヾ
弗
居
：
^

驾
银
领
杂
に
対
す
：る
利
子
支
私

■■
:
:者
期
陴
付
，爾
金
に
：対
す
：奋
利
子
或
私

.は
契
：約
期
限
若
し
ぐ
は
吿
知
期
限
経

'

:

;

'

遒
狻
は
廣
止
：す
る
ー
0'.
-
:
:
:
'

:

: 

'
へ
:-
:
-
:
:
へ
_::. 
•

彳
::
'
.
:
$
.:
'
:
:
:
:

非

，
居

往

者.；の
市
場
鮮
券
に
対
す‘投
資
は
'即
時
禁
止
：す

」

^
^

ン
：.

が
：
一
般.証
券
を
：銀
行.に
镇

入

：
れ
：
、
，
：
預

ヴ

料

を

受

取

る

.

.こ
：
と

、

そ

：
の

他

，
非

居 

住
者
預
.命
に
対
す
る.利
.子
支
私
攀
止_の
.
.趣
旨

；
に

反

す

：

.る
::
«
1
:
.
:

ぅ
^
契

約

：
を

結 

'ぶ
...
こ
と
：を
禁.止
:1
-
る
0
.'
.
-ま-た
外
国
か
ら0
借
入
^
対
す
る
銀.行
，..
の
：保
.証
..を

,.

r,
制
限
す
る
。
ン

: ;

::
'
;.
'
:
:
.
.
.

隱

：. ：：へ：.，；；：.''.:; 
一：

4
':

;従
来
支
私
準
備
額
の
：箕
定
出
外
国
銀
行

.に
保
有
し
て.；い
':
?
>預
為
；並
ゲ
に 

.

.,
,外
国
金
融
市
揚
に̂
サ
る
投
資
«
は
：外
貨
表
；满
澦
金
；か
ら
难
除
さ
れ
て
：い 

.

...;た

..が
广
.'.
こ
0
措
置
^
廃
.-.
止
す
^
:;
'°.
:
'
.
.
'
:
.

-:
'广
ゾ
^̂ 

.ハ
:.

⑶
:,
'
:
ヾ
ィ
ギ
リ
ス
，
の
：
銀

_行
貸
出
：の
增
加'.
'(

四
月
：1ニ
，0
;日
の
' ヲ
ン
ド
ン
ー
手
形
女
換
肺 

.

「

加
'盟
銀
：行
.ナ一:

行
め
實
出
は

」

ー
ー
〇
：億
九
四0
0方
ポ

：
ン
；
ド
^
と
.月
賦
販
鹿
め̂ 

增

加

四̂
月
.の
カ
娬
販
売
：沐

払

残

高
(0
前
年
吗
月
比.で
ニ
：偉

九
.-
-ー0.
;0-
万
ポ 

:'
/
,K
增
加)

，
：に
弟3
れ
る
朝
費
景
気
、
：
及
：び
国
内
：需
要
一
の
増
大

.に
ょ
る
輸
出
.
' 

:

抑
制
、'
,輪
.入

'if
伽

:

(

第
：

V

四
半
期
は
を
億
六
九
五
.〇
万
ボ
ン
ド
の
入
超)

、
 

.更
に
1

燊
生
産
立
屏
率
が.超
2

雇
傭
に
ょ
る
労.
|木
ボ

原

材
f
 

:
手
難
な
.ど
か
ら
鋪.化
し
：て.
.い
る
，の
：に
対̂
乂
民
間
嚴
備
投
資'の
：
増

加

、
'
-
れ 

:

ら
ー
の
：結
果
の
物
価
騰
貴
、
，
西
ド
.ィ
ツ
々
高
金
利
に
ょ
る
減
期
資
金
の
：流
出
な 

:
ど
尤
；対
：す
る
防
止
搢
置
.と
：し
.て
、
，.；六
月
一.ニ
一
ー
；
日

：
に

ィ

ン

グ

1ス
ン
K:
.銀
行

は
.#

.
，別
預
金
率
の
引
上
げ
と
共
に
公
定
歩
合
を
五
％

か

£>
-
六
％

に
引
上
げ
.た
こ

I

W 

. 

i 

:

'

.
パ
.

と
。
_
そ
.の
た
：め
市
中
'染
利
は
自
動
的
に
上
#
し
た
。
銀
行
引
受
手
形
.(

三
力 

, ；

月)

，
；
割

引

率

は

：
七

月

に

五

1/
1
6

—

五
；̂

仁(
J

鲁

業

手

形.

c
m

力
.月)

，
割 

引

率

は

七

月

に

六

^

丨

七̂

に
引
上
げ
七
れ
、
大
蔵
省
証
券(

三
力
月)

利

 

' 

.
率
は
：六
月.四
^

%、
七
^
五
7/
3
%と
.な
つ
：：た。
、

,
: 

ソ
こ
如
ち
の
理
由
か
ち
欧
州
ド
汁
は
ー
ン
ド
ン
金
融
市
場

.

日
本
に
お
け
る
国
際
的
長
期
資
本
及
び
：国
際
的
短
斯
資
本
の
役
割

.
日
本
の
為
_

行
：

m

の

と

の

タ

ル

預

金
(

六
力
月
以
下
三
力
月
程
度

)

、受
入 

.
金
利
が
他
囯
の
：預
金
淦
利
に
比
較

1
て

年

四

：
，
五

％

乃

至

四

.
七
五
%

と
割
高 

,
で
'̂

る
.ご>
:に
^
々
^
い
る
0:
即
ち
口
ン
ド
ツ

Q

通
知
預
金
の
金
利
は
.
一
力
月 

:

;
で

年

利

四

个

四3/
1
6%
、
.彐
ヵ
月
で
四3/
1
6丨
四
8/
1
6--
%
位.
で
；ぁ^
:
''.
'
'.

1
邊
の
^
:
.
ル
預
^

£

?
鋇̂
行
：の
本
支
店
間
の
勘
定
振
替
に
ょ
っ
て
自
由
円 

論

金

勘
^

な̂
名
が
ら
ば
直
接
！
！内
の
円
資
金
繰
り
に
役
立
つ
が
、
自
由
円
に 

;'
.
'振
替
わ
ら
欢
い
場
合
：に
ほ
、

;;
;
-
'
尸
グ
ド
ン
支
店
に
.お

い

て

外

国

蓉

か

ら

の

借

久 

;の
返
済
、

「

ロ
.ン
^
',>
/
及

び
'-
':
1
:
~ョ
丨
ク
の
貿
易
^
金

決

屋

金

と

な

り

、
そ 

れ
だ
け
円
資
金
：を
作
り
外
貨
を
調
達
す
る
必
要
が
な
い
た
め
国
內
金
融
市
場
の 

資
条
需
給
を
緩
和
し
て
い
る
。

ま
だ
こ
の
ド
ん
預
金
の
金
利
が
四

.

.五
％

ハ
一

s
o
- .

-

:■
.

;

部
に
は
五
％
.の
金
.利
で
受
：入
れ
て
い
る
と
も
や
わ
れ
る)

と
^

利̂
で
^

^

:

行
間
杧
預
金
獲
得
競
争
め
生
ず
る
の
は
、
従

来

為

霞

行

の

外

纂

金

が

不

足 

し
、.商
社
、に
対
す
る
現
地
貸
或
い
は
輸
入
代
金
決
済
資
金
用
の
外
潰
を
調
達
す 

:

る
_
、
,.
ニ
ュ
'I
ョ
し
ク
の
外
国
銀
行
か
ら
無
担
保
借
入
を
行
な

.い
、
又
は
大
蔵 

大
臣
勘
定
か
ら
外
貨
を
円
で
賈
入
れ
る

4
い
ず
れ
も
資
金
コ
ス
ト
が
年
.五
％
以 

)

土

に
0
く
こ
と
、
ま

た

国

内

で

は

日

歩
_:
錶

彐

厘(

年

八
.
四
％

で
自
谢
最
高 

P

S
の
コ
I
ル
で
調
達
す
れ
ば
非
常
に
一
筒
く
づ
ぐ
こ
と
な
ど
に
原
因
す
る

0 

さ
て
、
自
由
円
預
金
の'金
利
は
海
外
取
引
先
銀
行
に
対
し
て
三
：力
月
以
上
の 

•,
定

期

預

金

：に

日

歩

-.
-銭
六
厘
'(

年
五
；/
八
四
％)

で
あ
り
、b
ン
.ド
ン
セ
は
預 

輪

者
'ゆ
：金
利
：に
課
税
ざ
れ
ず
、

::
:

1.

五
%■
の

課

税

後

で

も

四.
九

四
- %
と

ァ

メ
リ 

;ヵ
の
.ー
ぃ
流
奢
引
受
手
形

(

九
0
0
.
:
も
の)

■
引
率
三
：.
一
一
八̂

(

六
^)

ょ
り 

:

可
成
り
高

率̂
あ
る
た
'め
、

ァ
メ
'リ
ヵ
系
銀
行
は
自
由
円
を
受
入
れ
て

1 >
?>
-

。
'

.ニ
：

へ
へ
 

■ 

H
H 

-

1
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•第 九 表 短 期 金 利 （1%0 •年 6 月 現 在 )

日 本 ア メ リ 力 イ ギ リ ス

'.ロ 一 ノレ.
(翌日物） 8.40 .5.00 3 7ん 一 4 5ん

短 期 証 券

食 糧 .証: 券 -財 務 省 証 券 大 蔵 省 証 券
(,2*月） (3  *；D ン ( 3 *  月）

6.02 2,641 .'.:.，:ノ:4
定 期 預 金

( 6 *  月） 5.50 3.00

一 流 商 業 手 形
5 1/4 ~  6

3.81 ( 3 力月）

' 割 引 率 (4 -6*  パ） 5 V2 — 6 1/4
(6 *  月）

- 流 銀 行 引 受 3.28 4 3U ~ 4  ll/i6
手 形 割 引 率 ( 3 *  月） ( 3 右月）

(資 料 ) 日 宇 銀 行 铳 計 局 ， 外 国 経 済 統 計 月 報 ， 昭 和  

3 5 年 7 月 ， 8 頁 他 。
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